
１剤で効果が不十分のときの対応

効果不十分

ときに上限を超えて増量 例）腎臓内科 Ca拮抗薬

同じ作用機序の薬剤を併用

違う作用機序の薬剤を併用

薬理学的には考えれば基本は①か③であるが、臨床では②を選択することもある

上限まで増量

例）ACE-I＋ARB

＜＜考慮すべき事項＞＞
・副作用プロファイルの違い
・排泄経路（肝、腎）
・化学構造

例）皮膚科 抗ヒスタミン薬

腎臓内科 Ca拮抗薬


